
お
祭
り
好
き
の

お
ば
さ
ん
よ
り

私
は
初
代
の
総
理
大
臣
、
伊

藤
博
文
公
墓
地
の
真
裏
で
あ
る

東
京
都
品
川
区
大
井
伊
藤
町(

現
在
、
西
大
井)

で
生
ま
れ
た
。

生
ま
れ
つ
き
の
お
祭
り
大
好

き
人
間
で
す
。

近
く
に
あ
る
鹿
島
神
宮
、
分

宮
の
秋
の
お
祭
り
、
そ
れ
は
、
そ
れ
は
盛

大
で
子
供
た
ち
は
山
車
の
長
い
綱
を
ゆ
っ

く
り
歩
い
て
引
き
、
大
人
た
ち
は
各
町
内

か
ら
繰
り
出
す
御
神
輿
を
町
中
担
ぎ
回
り

最
後
は
必
ず
御
神
輿
を
担
い
だ
ま
ま
喧
嘩

ご
あ
い
さ
つ

を
見
ら
れ
な
い
中
、
茨
城
県
は
い

の
中
、
元
気
よ
く
学
習
を
続
け
て
い

に
な
り
ま
す
。

八
俣
地
区
の
皆
様
に
は
日
頃
よ
り

ち
早
く
「
ま
ん
え
ん
防
止
警
戒
期

る
子
供
た
ち
へ
の
応
援
の
気
持
ち
を

子
供
た
ち
は
ア
ン
パ
ン
を
貰
っ
て
親
た

行
政
区
運
営
、
ま
た
地
区
行
事
へ
の

間
」
を
打
ち
出
し
、
古
河
市
で
は

込
め
て
、
八
俣
小
学
校
へ
寄
付
を
し

ち
と
恐
が
り
な
が
ら
見
る
の
が
楽
し
み
で

ご
理
解
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
御
礼
申

「
市
民
の
皆
様
へ
」
と
い
う
こ
と

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

し
た
。

し
上
げ
ま
す
。

で
、
市
内
で
感
染
者
が
急
増
し
て

今
後
も
微
力
な
が
ら
地
区
の
皆
様

夏
休
み
に
は
校
庭
に
大
き
な
布
を
張
っ

古
河
市
行
政
自
治
会
第

地
区
、

い
ま
す
の
で
引
き
続
き
基
本
的
な

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
頂
き
な
が
ら

て
大
勢
の
人
が
集
ま
っ
て
野
外
映
画
会
。
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地
区
長
を
拝
命
し
ま
し
た
小
立
野
第

感
染
防
止
対
策(
マ
ス
ク
着
用
、
三

行
政
連
絡
な
ど
の
円
滑
な
推
進
と
、

別
の
日
に
は
町
中
の
人
々
が
出
て
、
大
き

二
行
政
区
長
の
湯
本
豊
で
す
。

密
回
避
、
人
と
人
と
の
距
離
の
確

「
地
域
の
安
全
」
に
向
け
て
努
力
し

な
、
大
き
な
輪
に
な
っ
て
二
晩
の
盆
踊
り

さ
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

保
、
手
指
消
毒
な
ど)
の
徹
底
を

て
参
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
皆
様

を
思
う
存
分
踊
り
ま
し
た
。

染
症
が
一
年
過
ぎ
て
も
未
だ
に
終
息

お
願
い
し
ま
す
。
と
呼
び
掛
け
て

方
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し

又
、
移
転
先
の
中
野
区
、
足
立
区
で
も

い
ま
す
。

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

毎
年
盆
踊
り

私
た
ち
も
皆
さ
ん
と
共
に
感
染

が
有
り
、
楽

防
止
対
策
を
積
極
的
に
守
り
、
一

し
い
祭
り
と

日
も
早
い
終
息
に
向
け
て
努
力
し

踊
り
に
心
躍

平
穏
な
生
活
に
戻
れ
る
よ
う
頑
張

る
夏
の
宵
を

り
ま
し
ょ
う
。

堪
能
し
ま
し

区
長
会
で
は
、
感
染
防
止
対
策

た
。

を
し
た
上
、
６
月
と

月
に
恒
例

昭
和
五
十

11

の
廃
品
回
収
を
行
い
、
コ
ロ
ナ
禍

九
年
に
現
在

地
に
転
入
し

て
、
本
当
に
何
も
無
い
と
こ
ろ
で
驚
き
淋

し
く
思
っ
て
居
た
と
こ
ろ
、
「
子
供
た
ち

に
ふ
る
さ
と
を
」
と
、
八
俣
ふ
き
の
芽
会

が
発
足
さ
れ
、
同
時
期
に
行
政
区
で
も
夏

祭
り
が
始
ま
り
、
心
か
ら
嬉
し
く
楽
し
く

東
京
で
踊
り
ま
く
っ
た
事
を
思
い
出
し
若

返
っ
た
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

そ
ん
な
思
い
出
を
た
く
さ
ん
貰
っ
て
き

た
私
も
現
在
は
八
十
有
余
歳
。

コ
ロ
ナ
騒
動
で
祭
り
も
、
踊
り
も
、
楽

し
い
旅
行
も
、
お
花
見
も
・
・
何
に
も
で

き
な
い
世
の
中
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た

が
、
身
も
心
も
丈
夫
な
う
ち
に
、
一
年
半

前
の
よ
う
に
何
で
も
で
き
る
日
が
来
る
事

を
願
っ
て
い
る
私
で
す
。

昨
今
、
こ
れ
は
私
に
限
ら
ず
何
方
様
も

同
じ
心
情
で
お
暮
ら
し
の
こ
と
と
思
い
ま

す
。笑

顔
で
い
っ
ぱ
い
の
毎
日
が
一
日
も
早

く
訪
れ
ん
こ
と
を
・
・
・
・
・
。
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「ふきの芽」は毎月下旬に八俣小学校区、約2,500世帯に配布されます

ふ き の 芽

ふ
き
の
芽

2021年 4月25日

春や春
来年こそは、満開の桜の下で酒盛りをやるぞ！
３月28日香取神社(大綱・米倉・清水)境内で撮影

一
段
と
気
を
引
き
締
め
て
、
コ
ロ
ナ
対
策
を
！

平
穏
な
生
活
を
取
り
戻
す
た
め
に
、
あ
と
一
歩
頑
張
り
ま
し
ょ
う

湯本豊 地区長

古河市 あれこれ

出生 １日あたり 2.6人

結婚 １日あたり 1.7組

離婚 １日あたり 0.7組

死亡 １日あたり 4.3人

転入 １日あたり 18.8人

転出 １日あたり 19.2人

公園面積 1人あたり 11.6㎡

ゴミ収集量 １世帯1日 2.2㎏

火災発生件数 一ヶ月あたり 4.5件

救急車出場 １日あたり 16.7件

自家用車保有台数

１世帯あたり 1.7台

交通人身事故 １日あたり １件

水道１日１戸あたり 0.7立方㍍

古河駅乗客数 １日あたり 13,345人

令和3年3月1日現在

古河市総人口 142,122人 (男性71,745人 女性 70,377人)

世帯数 62,576

(合併時 H17 145,265人 ピーク時 H11 147,774人)

^平成31年3月31日現在 地区別人口 (八俣小学校区)

世帯数 総数 男 女

東山田 2,302 5,642人 2,884人 2,758人

谷 貝 447 1,114 565 549

山 田 520 1,443 731 712

長左ェ門 282 709 386 323

合 計 3,551世帯 8,908人 4,566人 4,342人

(上記数には行政区非加入者及び外国人が含まれています)

「古河市の2015年の総人口にしめる65歳以上の割合（高齢化率）

は25.6％。 全国平均（ 26.6％）よりも1.1ポイント低い。 今後、高齢

化率は2045年までに11.6ポイント上昇し、37.2％に達し、おおよそ1

0人に4人が高齢者になると見込まれます。2020/08/14」

14歳以下 12.5％ 15～64歳 61.9％ 65歳以上25.6％

㎢ ㎢古河市面積全体 128.58 三和地区 49.78 (38.7％)

古河市下大野 標高17．7㍍ 三和地区 標高22㍍

三和地区市民運動会は中止となりました

クリーンアイ



式
辞
の
中
で
学
校
長
は
、
新
入
生
に
二

つ
の
約
束
を
お
願
い
し
た
。

１
．
元
気
よ
く
挨
拶
を
す
る

２
．
友
達
と
仲
良
く
す
る

新
入
生
は
大
き
く
頷
き
、
聞
き
入
っ
て

い
た
。

黄
色
の
帽
子
や
ラ
ン
ド
セ
ル
カ
バ
ー
他

が
記
念
品
と
し
て
贈
ら
れ
、
新
入
生
は
こ

れ
か
ら
始
ま
る
学
校
生
活
に
目
を
輝
か
せ

「
や
ま
た
っ
子
」
の
仲
間
入
り
を
果
た
し

た
。

古
河
市
役
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
、
広
報

新
学
期
に
転
入
し
た
職
員
の
皆
さ
ん

誌
「
ふ
き
の
芽
」
が
カ
ラ
ー
で
閲
覧
で

校
長

小
神
野

剛
志

下
妻
東
部
中

き
ま
す
。
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
掲
載
し
ま
し

歴
史
と
伝
統
あ
る
八
俣
小
学
校
に
勤
務

教
諭

中
島

敏
明

古
河
四
小

た
の
で
是
非
閲
覧
し
て
み
て
く
だ
さ
い

で
き
る
こ
と
を
た
い
へ
ん
う
れ
し
く
思
っ

教
諭

塚
原

尚
子

古
河
三
中

て
お
り
ま
す
。

教
諭

上
村

寛
子

結
城
城
西
小

「
よ
り
良
い
学
校
教
育
を
通
じ
て
、
よ

教
諭

大
島

俊
彦

釈
迦
小

り
良
い
社
会
を
創
る
」
と
い
う
目
標
の
実

教
諭

浦
和

友
徳

新
規
採
用

現
に
向
け
て
、
地
域
の
方
々
の
ご
理
解
と

教
諭

横
川

星

新
規
採
用

ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
子
供
た
ち

初
任
者
指
導
教
諭

の
育
成
に
精
一
杯
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

齊
藤

雅
浩

三
和
中

す
。

事
務
主
事

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

羽
生

曜
子

諸
川
小

教
育
活
動
指
導
員

小
神
野

剛
志(

お
か
の

た
け
し)

青
木

江
津
子

諸
川
小

特
別
支
援
教
育
指
導
員

町
山

理
恵

古
河
一
中

令
和
３
年
度
の
八
俣
ふ
き
の
芽
会
、
事

務
局
員(
行
政
区
推
薦)

が
確
定
し
ま
し
た

の
で
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

各
行
政
区
の
事
務
局
員
は
、
行
政
区
と

写
真
上
は
新
任
の
小
神

ふ
き
の
芽
会
を
繋
ぐ
重
要
な
役
割
を
担
っ

野(

お
か
の)

校
長
先
生

て
い
ま
す
。

の
式
辞
に
聞
き
入
る
新

昨
年
、
今
年
と
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
活

入
生
と
保
護
者
の
皆
さ

動
が
制
限
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
地
域
の

ん
。

皆
様
の
「
生
の
声
」
や
「
要
望
」
な
ど
各

写
真
中
は
緊
張
気
味
の

行
政
区
の
事
務
局
員
に
気
軽
に
お
伝
え
く

新
入
生
と
保
護
者
の
皆

だ
さ
い
。
活
動
の
中
に
積
極
的
に
取
り
入

さ
ん
。
写
真
左
は
保
護

れ
て
い
き
ま
す
。
広
報
誌
の
配
布
作
業
も

者
に
手
を
引
か
れ
式
場

事
務
局
員
さ
ん
が
担
っ
て
お
り
ま
す
。

に
移
動
す
る
新
入
生
。

第２９０号

広告の掲載申し込及びお問い合わせは、ふきの芽会事務局員へ

ふ き の 芽２０２１年４月２５日

人
が
「
や
ま
た
っ
子
」
の
仲
間
入
り

41

令
和
３
年
度
八
俣
小
学
校
入
学
式

令
和
３
年
４
月
７
日
、
八
俣
小
学
校
で
令
和
３
年
度
入
学
式
が
行
わ
れ
た
。

コ
ロ
ナ
禍
の
最
中
の
入
学
式
と
あ
っ
て
、
来
賓
や
在
校
生
の
参
加
は
見
送
ら

れ
た
が
、
「
ピ
ッ
カ
、
ピ
カ
」
の
新
入
生
た
ち
は
元
気
い
っ
ぱ
い
で
式
に
臨
ん

だ
。
創
立
百
三
十
七
年
目
を
迎
え
た
伝
統
校
に
新
し
い
息
吹
の
到
来
だ
。

令
和
３
年
度

行
政
区
別
新
入
学
児
童

南

３

中

里

１

新
々
田

３

大

綱

４

米

倉

３

清

水

３

赤

松

３

沼

影

１

沼
影
第
二

１

福

原

１

小
立
野

０

小
立
野
２

２

笹

原

０

谷
貝
北

３

谷
貝
中

２

谷
貝
南

３

山

田

４

か
し
山

０

長
左
ェ
門

４

男
子

人
28女

子

人
13

合
計

人
41

全
校
児
童

３
５
３
人

小神野 剛志 校長

目指せ未来の「ショーヘイ」
三和スターズが復活
４月10日、東山田公園で三和

スターズの体験イベントが行わ
れた。青空の下、子供たちの弾
ける笑顔が眩しい一日となっ
た。 随時入団可能なのでみ
んなでチャレンジしてみよう。
連絡・問い合わせ 代表者
西川光男 ０９０ ２６７０ ４５４４

令和3年度 八俣ふきの芽会

事務局員

行政区 氏 名

南 高橋 治

中 里 長谷川 和行

新々田 永松 秀樹

大 綱 鈴木 章二

米 倉 田辺 真次

清 水 幸田 陽子

赤 松 荻野 誠

沼 影 野村 竹男

沼影第二 安間 安子

小立野 加藤 典子

小立野第二 鈴木 憘洋

笹 原 石田 豊彦

谷貝北 木村 信子

谷貝中 初見 義光

谷貝南 宮澤 文雄

山 田 初見 太

かし山 内藤 律子

長左ェ門新田 久保 定光

行
政
区
と
ふ
き
の
芽
会
の

橋
渡
し
役
・
・
事
務
局
員

新型コロナワクチン高齢者集団接種開始について 議会全員協議会資料 古河市役所 健康づくり課

1、高齢者本格接種について
◎個別通知 4月27日(火) 発送予定
◎予約開始 5月８日(土)から65歳以上(ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ･LINEｱﾌﾟﾘ限定)

5月９日(日)から75歳以上(ｺｰﾙｾﾝﾀｰ･ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ･LINEｱﾌﾟﾘ))
5月10日(月)から65歳以上(ｺｰﾙｾﾝﾀｰ･ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ･LINEｱﾌﾟﾘ)

◎予約方法 コールセンター(17時以降は自動音声)･ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ･LINEｱﾌﾟﾘ
(1)公共施設での集団接種
日時 令和3年5月29日(土)～令和3年7月4日(日)6週間（予定） 土日限定(祝日除く)

8時30分～16時受付 30分単位で受付 古河はなもも体育館(中央運動公園) 1日あたり約2000人
(2)病院での集団接種
日時 令和3年5月24日(月)～令和3年8月6日 10週間(予定) 平日のみ

※7月19日(月)～7月23日(金)は祝日があるため除きます。
13時～16時のうち２～３時間(病院により異なります)

会場 市内４病院 古河赤十字病院・古河総合病院・総和中央病院・友愛記念病院
接種者数 １日あたり1病院60人～200人(病院により異なります)

２、交通弱者に対する交通手段の確保について
(１)無料シャトルバス

三和農村環境改善センター 古河はなもも体育館 土曜日、日曜日
三和農村環境改善センター 古河赤十字病院 平日のみ

(２)タクシー
初乗り運賃７４０円、２回接種の往復４回分を限度として補助します。

ＱＲコード

広
報
誌
「ふ
き
の
芽
」の

広
告
を
募
集
し
て
ま
す

ひ
と
マ
ス
５
０
０
０
円

(

毎
月
一
回
発
行)

い
き
い
き

活
粋
や
ま
た


